
再開発担当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤坂七丁目北地区地区計画の決定（原案）について 

令和２年７月２２日 資料 No.４ 

建 設 常 任 委 員 会 



 

  1  
 

東京都市計画地区計画の決定（ 港区決定）（ 原案）  

都市計画赤坂七丁目北地区地区計画を 次のよ う に決定する 。  

名   称 赤坂七丁目北地区地区計画 

位   置※ 港区赤坂七丁目地内 

面   積※ 約１ ． ３ ｈ ａ  

地区計画の目標 

本地区は、 地下鉄青山一丁目駅、 赤坂見附駅及び赤坂駅の近傍に位置する 交通利便性の高い地区であ り 、 地

区の東側では市街地再開発事業によ り 都市基盤が整備さ れ、 安全で快適な 歩行者ネッ ト ワ ーク が形成さ れて い

る 。 一方で、 地区内は道路基盤がぜい弱で、 老朽マン シ ョ ン も 複数存在し 、 防災性の向上が課題であ る と と も

に、 起伏のあ る 地形であ る こ と から バリ ア フ リ ー動線の確保が求めら れて いる 。  

「 港区ま ち づく り マス タ ープラ ン 」 では、 周辺の環境に配慮し つつ、 土地利用転換によ っ て 新し い業務や商

業、 文化、 交流機能と 住宅が共存する と と も に、 都市機能の集積を 支え る 都市基盤の整備を 一体的に行う ま ち

づく り を 計画的に推進する と し て いる 。 さ ら に、 本地区において は、 老朽マン シ ョ ン の建替え を 推進する と と

も に、 交通バリ ア フ リ ーの推進な ど によ る 地域間移動の利便性向上を 図る こ と や、 高橋是清記念公園な ど の点

在する 緑地空間の連続化を 図る と と も に、 坂道の起伏な ど 地形の特徴を いかし た 景観形成を 推進する こ と が示

さ れて いる 。  

こ のよ う な 背景を 踏ま え 、 本地区において は老朽マン シ ョ ン 等の建築物の更新に合わせて 都市基盤の整備を

一体的に行い、 防災機能の強化や安全で快適な 歩行者ネッ ト ワ ーク の形成を 図る と と も に、 高橋是清記念公園

と の連続性に配慮し た 緑地空間によ り 、 地区周辺と つな がる 緑のネッ ト ワ ーク を 形成する 。  

ま た 、 多様な ラ イ フ ス タ イ ルに対応し た 良質な 住宅を 中心と し て 業務、 商業、 文化、 交流機能及び生活利便

施設を 集積する と と も に、 薬研坂通り 沿道の景観形成やにぎ わいを 創出する 広場空間の整備等によ り 、 緑豊か

な 魅力あ る 複合市街地を 形成する 。  

区
域
の
整
備
・ 

開
発
及
び
保
全
に

関
す
る
方
針 

土地利用の方針 

本地区の立地特性を 踏ま え 、 土地の合理的かつ健全な 高度利用と 魅力あ る 複合市街地の形成を 図る た め、 地

区を ２ つに区分し 、 土地利用の方針を 以下のよ う に定める 。  

１  Ａ 地区は、 文化や情報を 発信する 業務、 商業、 文化及び交流機能を 維持・ 継承する 。  

２  Ｂ 地区は、 土地の高度利用によ り 緑豊かな 公共的空間を 確保する と と も に、 多様な ラ イ フ ス タ イ ルに対応

し た 居住機能、 業務、 商業機能及び生活利便施設の導入を 図る 。  
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区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

地区施設の整備の方針 

１  道路の整備方針 

（ １ ） 区画道路 

  地区周辺の交通や開発交通の円滑な 処理を 図る た め、 区画道路を 拡幅整備する 。  

２  歩行者ネッ ト ワ ーク の整備方針 

（ １ ） 歩道状空地 

  安全で快適な 歩行者ネッ ト ワ ーク の形成を 図る た め、 歩道状空地を 整備する 。  

（ ２ ） 歩行者通路 

周辺市街地と のア ク セス 性や地区内の回遊性を 高める た め、 広場や建築物、 周辺の道路を つな ぐ と と も に、

バリ ア フ リ ーに配慮し た 明る く 開放的な 空間と し て 整備する 。  

３  緑地、 広場の整備方針 

（ １ ） 緑地 

  赤坂御用地の緑の拠点から 南側市街地へ連続する 緑のネ ッ ト ワ ーク の形成を 図り 、 隣接する 高橋是清記念

公園と の一体性や連続性を 向上さ せる と と も に、 四季を 感じ ら れる 快適な 緑道空間と し て 整備する 。  

（ ２ ） 広場 

高橋是清記念公園側に、 地域の憩いの場と な る 落ち 着いた 都市空間を 創出する た め、 高橋是清記念公園や

緑地と 調和し た 緑豊かな 空間と し て 整備する 。  

薬研坂通り 沿道に、 地域の回遊性を 高める 歩行者ネッ ト ワ ーク の結節・ 滞留空間を 確保し 、 新た な 沿道景

観を 形成する た め、 起伏あ る 地形の特徴を 生かし た 緑化を 推進し 、 建築物の店舗と 一体と な っ た にぎ わいを

創出する 開放的な 空間と し て 整備する 。  

建築物等の整備の方針 

１  良好な 居住環境と 健全で魅力あ る 複合市街地にふさ わし い土地利用の誘導を 図る ため、 建築物等の用途の

制限及び建築物の高さ の最高限度を 定める 。  

２  安全で快適な 歩行空間と 周辺市街地環境に配慮し た 街並みの形成を 図る た め、 壁面の位置の制限及び壁面

後退区域におけ る 工作物の設置の制限を 定める 。  

３  地域の魅力を 高め、 良好な 街並み景観を 形成する た め、 建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限を 定

める 。  

そ の 他 当 該 地 区 の 整

備、 開発及び保全に関

する 方針 

１  都心部におけ る ヒ ート ア イ ラ ン ド 現象の緩和や高橋是清記念公園と の一体的な 緑の形成と 、 周辺市街地と

の緑の連続性を 図る た め地区内の緑化を 積極的に推進する 。  

２  都市型水害の防止に寄与する た め雨水抑制に努める 。  
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地
区
整
備
計
画 

位 置 港区赤坂七丁目地内 

面 積 約１ ． ３ ｈ ａ  

地
区
施
設
の
配
置
及
び
規
模 

種 類 名 称 幅 員 延 長 面 積 備 考 

道 路 

区画道路１ 号※ ７ ． ０ ～８ ． ４ ｍ  約１ １ ０ ｍ  ― 拡 幅 

区画道路２ 号 ６ ． ０ ～７ ． １ ｍ  約１ ０ ５ ｍ  ― 一部拡幅 

区画道路３ 号 ４ ． ０ ～４ ． ８ ｍ  約１ ５ ０ ｍ  ― 一部拡幅 

区画道路４ 号※ 
０ ． ０ ～１ ． ０ ｍ  

［ 全幅１ ３ ｍ ］  
約５ ５ ｍ  ― 一部拡幅 

広場 

広場１ 号 ― ― 約９ ０ ０ ㎡ 新 設 

広場２ 号 ― ― 約４ ４ ０ ㎡ 
新 設 

昇降施設を 含む。  

その他の 

公共空地 

緑地 ― ― 約５ ８ ０ ㎡ 新 設 

歩行者通路１ 号 ４ ｍ  約６ ０ ｍ  ― 
新 設 

昇降施設を 含む。  

歩行者通路２ 号 ２ ｍ  約３ ０ ｍ  ― 
新 設 

昇降施設を 含む。  

歩行者通路３ 号 ４ ｍ  約４ ５ ｍ  ― 
新 設 

昇降施設を 含む。  

歩行者通路４ 号 ４ ｍ  約３ ０ ｍ  ― 
新 設 

階段を 含む。  

歩道状空地１ 号 ２ ｍ  約３ ５ ｍ  ― 新 設 

歩道状空地２ 号 ３ ｍ  約３ ０ ０ ｍ  ― 新 設 
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地
区
整
備
計
画 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

地区の 

区分 

名称 Ａ 地区 Ｂ 地区 

面積 約０ . ２ ｈ ａ  約１ ． １ ｈ ａ  

建築物等の用途

の制限※ 

風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する 法律（ 昭和２ ３ 年法律第１ ２ ２ 号） 第２ 条第１ 項各号及び同

条第５ 項に該当する 営業の用に供する 建築物は建築し て はな ら な い。  

壁面の位置の 

制限 

建築物の外壁又はこ れに代わる 柱の面は、 計画図３ に示す壁面線を 越え て 建築し て はな ら な い。 ただし 、 次

の各号のいずれかに該当する も のはこ の限り でな い。  

１  歩行者の回遊性及び利便性を 高める ために設け る 階段、 ス ロ ープ、 エス カ レ ータ ー、 エレ ベータ ー等及び

こ れら に設置さ れる 屋根、 柱、 壁その他こ れら に類する も の 

２  歩行者の安全性及び快適性を 確保する た めに設け る ひさ し 、 屋根その他こ れら に類する も の 

壁面後退区域に

おけ る 工作物の

設置の制限 

広告物等、 交通の妨げと な る よ う な 工作物を 設置し て はな ら な い。  

建築物の 高さ の

最高限度 
― 

建築物の高さ の最高限度は、 計画図３ に示すと おり

で、 以下の区分の高さ を 越え て はな ら な い。  

高層部 ： １ ６ ０ ｍ  

中層部 ：  ３ ０ ｍ  

建築物の高さ は T． P． ＋２ ８ ． ８ ｍ から によ る 。  

建築物等の 形態

又は 色彩そ の 他

の意匠の制限 

１  建築物等の色彩は、 周辺環境と の調和に配慮し た 意匠と する 。  

２  屋外広告物は、 周辺環境と の調和や建築物と の一体性に配慮し た 意匠と する 。  

※は知事協議事項 

「 地区計画の区域、 地区の区分、 地区整備計画の区域、 地区施設の配置及び壁面の位置の制限について は、 計画図表示のと おり 」  

 

理 由 ：  市街地再開発事業によ り 土地の合理的かつ健全な 高度利用と 都市機能の更新を 図る と と も に、 安全で快適な 歩行者ネッ ト ワ ーク や地

区周辺と つな がる 緑のネッ ト ワ ーク を 形成し 、 緑豊かな 魅力あ る 複合市街地を 形成する た め、 地区計画を 決定する 。  
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赤坂七丁目北地区の街づくりについて 

 

      

２ これまでの主な経緯               

平成 19 年 ３ 棟のマンショ ンで建替え検討を開始 

平成 22 年 赤坂七丁目２ 番地区街づく り 協議会設立 

平成 24 年 赤坂七丁目２ 番地区再開発準備組合設立 

１ 計画地の位置・地区の概況         

 赤坂七丁目北地区は、 青山通り と 薬研坂通り に面し 、 地下鉄青

山一丁目駅、 赤坂見附駅、 赤坂駅に近接し た交通利便性の高い、

約 1. 3ha の区域です。  

 計画地周辺は、 地区東側では、 市街地再開発事業によ り 都市基

盤が整備さ れ、 安全で快適な歩行者ネッ ト ワ ーク が形成さ れてい

ま す。 地区西側では、 都市計画公園である 高橋是清記念公園が開

設さ れていま す。  

 なお、 計画地内は、 都市基盤が脆弱で、 老朽マンショ ンも 複数

存在し 、 防災性の向上が課題である と と も に、 起伏のある 地形で

ある こ と から 、 バリ アフ リ ー動線の確保が求めら れていま す。  

 こ のよ う な背景を踏ま え、 本地区においては、 老朽マンショ ン

等の建築物の更新にあわせて都市基盤の強化を図り 、 防災機能の

強化や安全で快適な歩行者ネッ ト ワ ーク を形成し ま す。 ま た、 高

橋是清記念公園と の連続性に配慮し た緑地空間を整備し 、 地区周

辺と 繋がる 緑のネッ ト ワ ーク を形成し ま す。  

 ま た、 住宅を中心と し て、 業務・ 商業、 文化・ 交流機能、 生活

利便施設の集積と と も に、 薬研坂通り 沿道の景観形成やにぎわい

を創出する 広場空間の整備によ り 、 緑豊かな魅力ある 複合市街地

を形成し ていき ま す。  

５ 市街地再開発事業で整備する施設建築物の概要（予定） 

計画建物外観イメージ（南西方面より） 

敷地面積 約 8, 710 ㎡ 
主要 

用途 

住宅、 事務所、 店舗、  

その他（ 保育園、 生活利便施設）  

建築面積 約 5, 220 ㎡ 建築物

の高さ 

高層部： 約 160m （ TP+28. 8mよ り ）  

中層部： 約 130m （ TP+28. 8mよ り ）  延床面積 約 92, 000 ㎡ 

 

     ４ 主な公共施設等               
種 類 名 称 幅員又は面積 延 長 備 考 

道 路 

区画道路１ 号 7. 0m～8. 4m 約 110m 拡幅 

区画道路２ 号 6. 0m～7. 1m 約 105m 一部拡幅 

区画道路３ 号 4. 0m～4. 8m 約 150m 一部拡幅 

区画道路４ 号 
0. 0m～1. 0m 

[ 全幅 13m]  
約 55m 一部拡幅 

広場 
広場１ 号 約 900 ㎡ ― 新設 

広場２ 号 約 440 ㎡ ― 新設 

その他

の公共

空地 

緑地 約 580 ㎡ ― 新設 

歩行者通路１ 号 4m 約 60m 新設 

歩行者通路２ 号 2m 約 30m 新設 

歩行者通路３ 号 4m 約 45m 新設 

歩行者通路４ 号 4m 約 30m 新設 

歩道状空地１ 号 2m 約 35m 新設 

歩道状空地２ 号 3m 約 300m 新設 

 

緑地・広場 1 号のイメージ（A 地区方面より） 

高橋是清記念公園の擁壁改修整備のイメージ（B 地区方面より） 

0 
N 

10 6030 (m) 

高橋是清記念公園 
（東側擁壁の再整備等） 

Ｂ地区 

Ａ地区 
 

広場１号 

（約 900 ㎡） 

緑地 

（約 580 ㎡） 

地区計画の区域 

 配置図  

市街地再開発事業の区域 

３ 今後のスケジュール（予定）          

本地区の南側の地区（ B地区） では、 土地の合理的かつ健全な高度

利用と 都市機能の更新を図り 、 緑豊かな魅力ある 複合市街地を形成

さ せる ため、「 第一種市街地再開発事業」 によ る 街づく り を進めてい

き ま す。  

地区計画の区域 

市街地再開発事業の区域 

赤坂御用地 

青山 

霊園 

乃木公園 

檜町公園 

氷川公園 一ツ木公園 

青山一丁目駅 
高橋是清 
記念公園 

赤坂地区 
総合支所 

 

赤坂見附駅 

乃木坂駅 

赤坂駅 

赤坂四丁目 

薬研坂地区 

位置図  

赤坂九丁目北地区 

 

永田町駅 

広場２号 

（約 440 ㎡） 

歩行者通路１号 

（幅員 4ｍ） 

歩行者通路４号 

（幅員 4ｍ） 

歩行者通路３号 

（幅員 4ｍ） 

歩行者通路２号 

（幅員 2ｍ） 

歩道状空地１号 

（幅員 2ｍ） 

歩道状空地２号 

（幅員 3ｍ） 

区画道路３号 

（幅員 4.0～4.8ｍ） 

区画道路４号 

（幅員 0.0～1.0ｍ） 

[全幅 13ｍ] 

区画道路１号 

（幅員 7.0～8.4ｍ） 

区画道路２号 

（幅員 6.0～7.1ｍ） 

令和５ 年度 工事着工 

令和８ 年度 工事竣工 
令和２ 年度 都市計画決定 

令和３ 年度 再開発組合設立認可 

令和４ 年度 権利変換計画認可 

出典： 国土地理院ウ ェ ブサイ ト （ ht t ps: //www. gsi . go. j p/） ※基盤地図情報を加工し て作成 

青山通り 
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